
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に「
地
球
温

暖
化
」が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
Ｃ
Ｏ
２（
二
酸
化
炭
素
）な
ど
を
は
じ
め
と

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
に
よ
り
、
地
球
の
平
均
気
温
が
上
昇
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。

た
だ
単
純
に
気
温
が
上
が
る
と
い
っ
て
も
、
地
球
の
環
境
に
想
像
以
上
の

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
世
界
中
の
科
学
者
が
集
ま
り
、

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
知
見
を
ま
と
め
て
い
る
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）は
、
次
の
よ
う
な
将
来
予
測
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

買
い
物
を
す
る
た
び
に
店
舗
か

ら
も
ら
う
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
一
枚
一
枚

は
た
い
し
た
こ
と
な
い
よ
う
で
す

が
、
20
枚
で
１
０
０

も
の
ご
み
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
、
一
週
間
に
一

世
帯
あ
た
り
全
国
平
均
8.4
枚
も
も

ら
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
都

留
市
全
体
で
一
週
間
に
約
８
万
枚

こ
れ
は
、
大
変
な
こ
と
で
す
。

一
週
間
に
約
８
万
枚
も
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
を
生
産
し
廃
棄
す
る
に
は
、

膨
大
な
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
に

と
も
な
っ
て
、
大
量
の
二
酸
化
炭

素
が
排
出
さ
れ
る
の
で
す
。
二
酸

化
炭
素
排
出
の
み
に
か
か
わ
ら
ず
、

ご
み
減
量
に
よ
っ
て
の
環
境
保
護
、

ご
み
の
処
理
に
か
け
ら
れ
る
多
額

の
税
金
、
子
ど
も
の
環
境
へ
の
関

心
な
ど
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

関
わ
っ
て
く
る
こ
と
な
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
買
い
物
の
際
に
マ

イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
、
レ
ジ
で
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
断
っ
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま

す
が
、
一
人
ひ
と
り
の
努
力
は
小

さ
な
結
果
し
か
も
た
ら
さ
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
小
さ
な
心
が
け

の
積
み
重
ね
が
私
た
ち
の
環
境
を

守
る
一
歩
に
な
る
の
で
す
。

こうなってしまっては、私たちは現在ある生活を続けていくことは非常に困難なも
のになってしまうでしょう。
そして、これらの影響をたくさん受けてしまうのは、原因を作っている私たちより

も私たちの子ども達の世代なのです！私たちはこのような負の遺産をなるべく残さな
いようにしなければいけません。
それにはＣＯ2（二酸化炭素）の排出を早急に削減することが、温室効果防止への最

重要な対策となります。

都留市では、持続可能な循環社会を構築するた
め、平成11年に「都留市環境保全行動計画」と、ま
ち・自然にやさしい「グリーン・アクションつる」、ま
た、平成13年3月には、「都留市地球温暖化対策実行計
画」を策定し、環境保全や温室効果ガスの抑制に向け
て、公用車や公共施設の冷暖房燃料の節約、電気の使
用量などの削減に取り組んできました。
平成14年には本市の特徴を生かしたエネルギー政策

を進めるための、新エネルギービジョンが策定されま
した。

二酸化炭素は、日常の生活のあらゆる場面で排
出されてしまいます。それを抑制するには、日常のほ
んの少しの心掛けが大切なのです。例えばエアコンの温
度調節を数度だけ高く（低く）したり、車のアイドリング
を少なくする、公共の交通機関の利用など・・・。
一つひとつを「面倒だ」と無視していては何も変わりま

せん。一人ひとりの少しの努力が環境を守ることの助け
となるのです。
そして、ごみの削減。これも単純にごみを減らすだけ
でなく、二酸化炭素の削減に大切なことなのです。

①2100年までに海水面は9～88 上昇

②エルニーニョ現象により干ばつ、豪雨が激化

⑥マラリアをはじめとした熱帯性の感染症の増加

⑤海水面の上昇による国土の水没。（日本では1
の上昇で、東京都よりも広い土地と410万人が
浸水などの被害を受ける）

③世界中で食料と水不足が深刻化

④南極、北極の凍土が融解し、閉じこめられてい
た温室効果ガスを放出。地球温暖化がますます
加速。

都留市では私たちにできること
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今すぐできる地球温暖化を防ぐ行動

□不要な照明はこまめに消す
□テレビ・ラジオをつけっぱなしにしない
□冷暖（エアコン）の設置温度を1℃上げる
□暖房（エアコン)の設置温度を1℃下げる
□冷暖（エアコン）の使用時間を1日1時間短縮する
□暖房（エアコン）の使用時間を1日1時間短縮する
□家電製品を使わない時はコンセントからプラグを抜く
□部屋を片付けてから掃除機をかける
□掃除機の集塵パックはこまめに取り替える

□冷蔵庫に物を詰めすぎたり、むやみに開けない
□火力は鍋底から火がはみ出さない程度に調節する

□洗濯はまとめて洗う
□使い終わったら温水洗浄便座のフタを閉じる
□シャワーの回数、使用時間を短縮する
□お風呂は、お湯が温かいうちに続けて入る

□自動車に乗らないで公共交通機関で移動する
□一週間に2日は車の運転をひかえる
□停車中はこまめにエンジンを切る
□空ぶかしの自粛など経済走行をする
□タイヤの空気圧の調節などの点検をする
□環境への負荷の小さい燃料を利用する
□ガソリン車からハイブリット車への買替

□買い物でのレジ袋は断る
□照明は白熱灯より蛍光灯を利用する
□エアコンを、省エネルギー型のものに買い替える
□冷蔵庫を、省エネルギー型のものに買い替える
□テレビを、省エネルギー型のものに買い替える
□ビデオを、省エネルギー型のものに買い替える
□洗濯機を、省エネルギー型のものに買い替える
□ガスコンロを、省エネルギー型のものに買い替える
□給湯器を、省エネルギー型のものに買い替える
□空きビンはリサイクルする
□空き缶はリサイクルする
□ペットボトルはリサイクルする
□食品トレーをリサイクルする

□太陽光発電装置を設置する
□ソーラーシステム装置を設置する

1世帯が1年で
減らせる二酸
化炭素の量
( －CO2) 

1年間で節約
できる金額
（円）

1世帯が1年間で
減らせる二酸化
炭素の量
（合計： －CO2）

1年間で節約
できる金額
（合計：円）

２ １２６
１５ ９３９
６ ３７６
２７ １,６３９
１１ ６４４
１９ １,１６７
６３ ３,８４１
２ １４８
１ ３６

１４７ ８,９１６

３２ １,９３６
５ ３００

３７ ２,２３６

２ １３８
１８ １,１２１
２２ １,１１８
８０ ４,６２５

１２３ ７,００１

１４４ ６,３５２
１８５ ８,１６０

３２９ １４,５１２

３７ １,７０６
２９ １,２６０
３５ １,５７５

１００ ４,５４１

６１ ― ６１ ―
８１４ ３５,８９３ ８１４ ３５,８９３

５８ ―
２９ １,７９４
６４ ３,８７６
６２ ３,７９５
１９ １,１７３
３ ２０７
６ ３７３
２６ １,４００
１０７ ６,０００

３７５ １８,６１７

６ ―
６ ―
３ ―
４ ―

１９ ―

１,０５１ ７１,８５８ １,０５１ ７１,８５８
３８１ ２４,５３６ ３８１ ２４,５３６

注１：電気代23円/kＷh、ガス代121円/ 、ガソリン代105円/ で計算しています
注２：「外出するときのエコライフ」における「自動車に乗らないで公共交通機関移動する」については交通機関の

運賃は含めていません。

みんなではじめよう
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